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地域における農業・食品産業の活性化を図るため
を構築（農商工連携）し、地域の資源を活かした新た
本シンポジウムは、農商工連携により、新事業を展農 展

紹介するほか、実践者等の参加のもと新たなビジネ

講演

「農商工連携のポイント」
東北農政局生産経営流通部

「取組事例からみる農商工「取組事例からみる農商工
（財）２１あおもり産業総合支援センター

地域力連携拠点・応援コーディネー
1967年、石川県金沢市生まれ。東北大学大学院農学研究科農

同社食品総合研究所、アメリカ味の素（株）などでの兼務を経

用や農商工連携による新商品開発、マーケティング・ブラン

から事業化まで各種プロジェクトを総合的に支援するコーディ

パネル
ディスカッ
ション

～農商工連携で青森県

コーディネーター

（財）２１あおもり産業総合支援センター

パ ネ リ ス ト

田子かわむらアグリサービス有限会社

（株）東北有機リサイクル 代表取締役

（株）小野寺醸造元 代表取締役

東北農政局生産経営流通部食品課長

【主催】東北農政局
【共催（予定）】（財）２１あおもり産業総合支援センター、青森
【後援（予定）】東北経済産業局、（独）中小企業基盤整備機構

◆問い合わせ先：東北農政局生産経営流通部食品課 TE
◆お申し込みは、裏面の参加申込書により、ＦＡＸにて

シンポジウムシンポジウム
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場所金）

十和田富士屋ホテル

グランドホ ル

入場無料
定員１００名

場所金）
～）

グランドホール
「平安の間（Ａ）」

めには、農林漁業者と商工業者が互いに密接な関係
たなビジネスの展開を図ることが重要です。
展開するためのポイントや、事例からみる進め方を展
ネス展開の方策について意見交換を行います。

部食品課長 小島 始

工連携の進め方工連携の進め方」

ーター 加藤 哲也 氏
農芸化学専攻を修了後、味の素（株）に入社。

経て、現在は、青森県内外で、地域資源の活

ド化の支援をはじめ、ビジネスプランの作成

ィネーターとして活躍中。

県の農業を元気にしたい～

ー 地域力連携拠点・応援コーディネーター

加藤 哲也 氏加藤 哲也 氏

社 川村 武司 氏

蛯沢 正紀 氏

小野寺 昭夫 氏

小島 始

森県商工会連合会、青森県中小企業団体中央会
構東北支部、東北地域農商工連携促進協議会

EL：022-221-6146
てお申し込みください。



ＦＡＸ：０２２－２１７－４１８０
東北農政局生産経営流通部食品課 行き東北農政局生産経営流通部食品課 行き

参 加 申 込 書

農商工連携シンポジウムin十和田
平成２２年３月５日（金）13:30～16:30

平成２２年３月２日（火）までにＦＡＸにてお申し込み下さい。

機関（団体）名：機関（団体）名：
住 所：
電 話 番 号：

所属部課等 役 職 氏 名

※お申し込みされた方の個人情報は 本シンポジウムの目的以外に使用しません※お申し込みされた方の個人情報は、本シンポジウムの目的以外に使用しません。

＜会場位置図＞

十和田富士屋ホテルグランドホール
住所：青森県十和田市東一番町2-28
TEL：0176-23-1000
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